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地方獣医師会会長 各 位

公益社団法人 日本獣医師会

会 長  藏 内 勇 夫

(公印及び契印の押印は省略)

動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令の

一部を改正する省令の制定について

このことについて、平成 30 年 11 月 29 日付け 30 消安第 3907 号をもって、

農林水産省消費・安全局長から別添のとおり通知がありました。

このたびの通知は動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令の一部

を改正する省令が公布され、平成 31 年 1月 13 日以降、デキサメタゾンの食品

中残留基準が大幅に引き下げられ、同成分を有効成分とする動物用医薬品を牛

及び馬に使用した場合の休薬期間が長くなること、また懸濁性注射剤及び外用

剤については食用動物に対する使用が禁止となることを通知するものです。

つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

本件内容の問合せ先

公益社団法人

日本獣医師会：事業担当 福田

TEL  03－3475－1601
















